





















































8 月 26 本研究所と新学術領域研究「新生鎖の生物学」





を掲載するのは、比較的珍しいこ と思われるが、研究の中心になる PI が、どのような思い
で研究に取り組んでいるかを示すことができたと考えている。それに続いて、本 の年報にお
いては、本研究所で研究を続けている若手研究者たち、博士研究員や大 院学生たちによる座
談会が持たれ、その記録が載ることになっている。これも年報としては異例の記事だと考えて
いるが、まさに最前線で日々研究にいそしんでいる若手研究者の本音が聞けるものと楽しみに
している。
研究に本当の喜びを見いだせる場であ
り続けられるよう、努力を傾注することが、本研究所の成功につながるものであると確信して
いる。本年報は、単なる報告書ではなく、これら二つの記事からも明らかなように、若い研究
者に自信と希望と野望を持ってもらうための冊子であって欲しいと願っている。
